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十
八
歳
の
春
、
当
時
の
共
通
一
次
試
験
を
大
失
敗
、
志

望
し
た
某
理
学
部
は
不
合
格
。「
お
な
ご
は
浪
人
な
の
す
る

も
で
ね
」
両
親
の
言
葉
に
歯
向
か
う
勇
気
も
、
抵
抗
す
る

知
恵
も
な
か
っ
た
無
知
な
じ・
・

・

・

ゃ
ん
ご
の
少
女
は
、
そ
の
春

か
ら
横
手
市
立
図
書
館
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

思
い
も
よ
ら
な
い
進
路
変
更
。「
国
公
立
も
し
く
は
有
名

私
立
に
現
役
合
格
し
な
け
れ
ば
人
に
あ
ら
ず
」
的
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
、
当
時
の
母
校
の
空
気
感
の
中
、「
人
」

に
な
れ
な
い
ま
ま
学
び
舎
を
後
に
し
た
。

　

自
宅
は
裏
山
か
ら
徒
歩
三
分
。
団
歌
を
子
守
歌
に
、
美

入
野
の
春
秋
に
暮
ら
し
、
母
校
の
お
役
に
立
て
る
な
ら
と
、

会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
思
い
も
よ
ら

な
い
」
が
ま
た
も
美
入
野
で
待
っ
て
い
た
。

　

美
入
野
会
に
は
十
一
か
所
の
地
域
職
域
美
入
野
会
が
あ

る
。
訪
ね
る
と
、
参
加
会
員
の
熱
い
美
入
野
愛
に
心
打
た
れ

る
。
一
方
、
当
会
に
は
財
政
の
改
善
や
情
報
発
信
の
あ
り
方

等
、
課
題
も
多
い
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
広
告
掲
載
を
お
願
い
し
た
い
と
思
う
。
美
入
野
ゆ
か
り

の
法
人
企
業
の
信
頼
感
の
醸
成
を
図
り
、
就
活
の
一
助
に
、

ま
た
企
業
間
の
連
携
の
可
能
性
を
願
っ
て
の
こ
と
で
あ

る
。
加
え
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
性
化
の
期
待
も
込
め
て
。

何
卒
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

　

物
理
学
に
は
重
力
、
電
磁
気
力
、
強
い
力
、
弱
い
力
が

あ
る
。
同
窓
会
と
会
員
と
の
繫
が
る
力
も
様
々
だ
。
重
力

は
距
離
や
時
間
を
超
越
す
る
思
い
出
の
絆
。
電
磁
気
力
は

相
互
の
情
報
発
信
。
強
い
力
は
母
校
へ
の
愛
着
。
弱
い
力

は
気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
。
そ
の
力
の
作

用
を
折
々
に
変
換
し
、
当
会
に
心
を
寄
せ
、
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
探
っ
て
参
り
た
い
。

　

ま
ず
は
６
月
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に
是
非
お
い

で
く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
つ
つ
、

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

美
入
野
会 

会 

長

　

赤  

川  

千
賀
子
（
79
期
）

美
入
野
会
の
力
学

会長Profile ／横手図書館ボランティア「おはなし大すきの会」代表・星のソムリエ（元天文部）・会社員・横手市在住
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収
支
予
算
（
案
）
が
い
ず
れ
も
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
佐
藤
良

吉
会
長
（
65
期
）
阿
部
和
夫
副
会
長
（
66
期
）、

佐
藤
雅
俊
副
会
長
（
66
期
）、
下
タ
村
正
樹
副

会
長
（
81
期
）、
松
田
圭
司
副
会
長
（
83
期
）

が
退
任
し
、新
た
に
赤
川
千
賀
子
会
長（
79
期
）

　

令
和
７
年
度
横
手
高
等
学
校
美

入
野
会
総
会
が
９
月
６
日
（
土
）、

松
與
会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
67
期
、
77
期
、
87
期
、

97
期
が
当
番
幹
事
と
な
り
、
島
田
誠

▲退任挨拶する
阿部副会長

▲退任挨拶する
佐藤会長

▲議事進行する細谷議長

▲参加者を魅了したマンドリン×ジャズセッション

◆令和 7年度　収支予算
     令和7年8月1日～令和8年7月31日

科　 目
事 業 費
会 議 費
活動支援金
交 通 費
入会式費
管 理 費
事務局費
事 務 費
雑 費
積 立 金
予 備 費
合　 計

◎収入の部

◎支出の部

（単位：円）

（単位：円）
本年度予算額

2,960,000
270,000
560,000
300,000
500,000
160,000
600,000
230,000
180,000
500,000

1,003,000
7,263,000

科　 目
入 会 金
繰 越 金
年 会 費
基金繰入金
寄 附 金
雑 収 入
合　 計

本年度予算額
1,682,400
2,070,174
3,500,000

0
10,000

426
7,263,000

前年度予算額
1,687,200

774,209
2,500,000
2,500,000

5,000
591

7,467,000

前年度予算額
2,954,000

282,000
560,000
350,000
420,000
180,000
600,000
210,000
230,000
500,000

1,181,000
7,467,000

◆令和 6年度　収支決算
     令和6年8月1日～令和7年7月31日

科　 目
事 業 費
会 議 費
活動支援金
交 通 費
入会式費
管 理 費
事務局費
事 務 費
雑 費
積 立 金
予 備 費
合　 計

◎収入の部

◎支出の部

（単位：円）

（単位：円）
当初予算額

2,954,000
282,000
560,000
350,000
420,000
180,000
600,000
210,000
230,000
500,000

1,181,000
7,467,000

科　 目
入 会 金
繰 越 金
年 会 費
基金繰入金
寄 附 金
雑 収 入
合　 計

当初予算額
1,687,200

774,209
2,500,000
2,500,000

5,000
591

7,467,000

決　算　額
1,812,000

774,209
3,131,823
2,500,000

3,900
22,626

8,244,558

決　算　額
2,793,254

230,133
500,000
384,272
483,219
155,940
600,000
257,167
270,399
500,000

0
6,174,384

（周年記念事業積立金内訳）
◎美入野会積立金　 ◎PTA積立金　
   令和2年度　500,000円   
　令和3年度　500,000円
   令和4年度　500,000円   
　令和5年度　500,000円
   令和6年度　500,000円

   令和元年度　700,000円   
　令和2年度　698,000円
   令和3年度　696,000円   
　令和4年度　696,000円
   令和5年度　673,000円   
　令和6年度　648,000円
   令和7年度　626,000円

美入野会周年記念事業基金現在高
  基金現在高　　合　計　8,411,440円

美入野会周年記念事業積立金現在高
積立金現在高　　合　計　7,237,000円

アーカイブス事業積立金現在高
積立金現在高　　合　計　 500,000円

令和7年7月31日現在

役　　職
顧　　問
顧　　問
顧　　問
会　   長
名誉会長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長
監　　事
監　　事
事務局長
高校事務長

期
55
58
65
79
81
70
70
71
75
76
77
79
90
72
78
68
81

氏　　　名
寺田　典城
多賀糸敏雄
佐藤　良吉
赤川千賀子
高橋　　透
長井　　健
東海林　洋
鈴木　恒久
小西亨一郎
挽野　実之
高沖みちる
小田嶋　契
伊藤　朋子
若林　幸夫
飼田　一之
福田　　誠
久米　　保

住　所
秋田市
横手市
横手市
横手市
横手市
横手市
湯沢市
美郷町
大仙市
大仙市
横手市
横手市
湯沢市
横手市
横手市
横手市
美郷町

備　　考

新任
学校長
総務委員長
財務委員長
新任・財務副委員長
事業委員長
広報委員長
新任・事業副委員長
新任・広報副委員長
新任・総務副委員長

令和7年度・8年度　横手高等学校美入野会役員

▲副会長新任挨拶
（左から）伊藤副会長、小田嶋副会長、

高沖副会長、鈴木副会長

氏（
77
期
）の
司
会
に
よ
り
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
細
谷
賢
一
氏
（
67
期
）
が
議
長

を
務
め
、
会
員
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
令
和
６
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）・

令和7年度 第70回 美入野会総会開催

鈴
木
恒
久
副
会
長
（
71

期
）、
高
沖
み
ち
る
副
会

長
（
77
期
）、
小
田
嶋
契

副
会
長
（
79
期
）、
伊
藤

朋
子
副
会
長
（
90
期
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
行
わ

れ
た「
校
友
の
集
い
」は
、

多
賀
糸
友
城
氏
（
87
期
）

が
司
会
進
行
し
、 

美
入
野

会
旗
が
来
年
度
の
当
番

幹
事
の
68
期
代
表
へ
引

継
が
れ
ま
し
た
。
最
後

に
扇
田
亮
氏
（
93
期
）
担

当
の
も
と
、「
美
入
野
に

響
く
調
べ
～
マ
ン
ド
リ

ン
×
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
と
題
し
て
素
晴
ら

し
い
音
色
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
勢
90
名
を
超
え
る
参
加
の
も
と
、

懇
親
会
が
盛
大
に
さ
れ
、
皆
さ
ん
と
久
し
ぶ

り
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
総
会
議
事
詳
細（
総
会
資
料
）
　

　

当
日
画
像
等
は
こ
ち
ら
か
ら
→

令和7年度 第70回 美入野会総会開催



3

今春の進路状況＝122期生大学合格状況＝（令和８年３月24日現在）

　今春卒業した122期生の大学合格者数は延べ人数
で、国立大学109名、公立大学33名、私立大学159名
でした（3月24日現在）。（公立大学には、この４月か
ら公立となる「東北公益文科大学」を含みます）
　１22期生は、志望する大学に向けて果敢にチャレ
ンジし、国公立大学中・後期日程まで粘り強く臨み
ました。卒業生の今後の活躍に期待します。

　◆国公立大の主な合格先
　　◇北見工業………
　　◇北海道…………
　　◇北海道教育……
　　◇室蘭工業………
　　◇弘　前…………
　　◇岩　手…………
　　◇東　北…………
　　◇宮　城教育……
　　◇秋　田…………
　　◇山　形…………
　　◇福　島…………
　　◇茨　城…………
　　◇宇都宮…………
　　◇埼　玉…………
　　◇千　葉…………
　　◇お茶の水女子…
　　◇電気通信………
　　◇東京科学………
　　◇新　潟…………
　　◇富　山…………
　　◇金　沢…………
　　◇山　梨…………　

　◆私立大の主な合格先
　　◇盛　岡………………
　　◇東北学院……………
　　◇東北工業……………
　　◇東北福祉……………
　　◇東北医科薬科………
　　◇ノースアジア………
　　◇秋田看護福祉………
　　◇日本赤十字東北看護……
　　◇国際医療福祉………
　　◇駿河台………………
　　◇千葉工業……………
　　◇学習院………………
　　◇慶應義塾……………
　　◇順天堂………………
　　◇昭和薬科……………

1名
2名
4名
1名
5名
12名
5名
4名
21名
5名
7名
1名
7名
4名
1名
1名
2名
1名
14名
3名
1名
1名

5名
8名
3名
5名
7名
2名
2名
2名
3名
6名
3名
3名
2名
4名
3名

◇信　州…………
◇愛知教育………
◇名古屋…………
◇奈良女子………
◇和歌山…………
◇香　川…………
◇釧路公立………
◇青森県立保健…
◇岩手県立………
◇秋田県立………
◇秋田公立美術…
◇国際教養………
◇会　津…………
◇高崎経済………
◇前橋工科………
◇埼玉県立………
◇東京都立………
◇新潟県立………
◇都留文科………
◇山梨県立………
◇兵庫県立………
◇東北公益文科…

◇専　修…………
◇津田塾…………
◇東　海…………
◇東京薬科………
◇東京理科………
◇東　洋…………
◇日　本…………
◇法　政…………
◇明　治…………
◇早稲田…………
◇神奈川工科……
◇関東学院………
◇金沢工業………
◇同志社…………
◇立命館…………

1名
1名
1名
1名
1名
1名
3名
1名
3名
1名
1名
2名
1名
3名
3名
1名
1名
1名
2名
1名
1名
8名

2名
3名
3名
3名
2名
4名
10名
3名
1名
1名
4名
3名
4名
1名
2名

粘り強く果敢にチャレンジ！
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　美入野の丘を卒業してから早いもので 40年以上
の時間が経ちわれわれ横手高校 81期生、今年還暦
という節目の歳を迎えます。その祝いと卒後 40年
をかねて令和 7年 8月に同期会を開催致しました。
同期会は平成 7年、平成 28年に続き 3回目となり
今回は 4名の恩師の先生（庄司清彦先生、藤原政
文先生、佐藤重悦先生、熊谷暁先生）にご臨席い
ただくことができました。

　本年は我が吹奏楽部、創部70周年の記念すべき
年となります。現役生は８月９日（日）に横手市民
会館に於いて記念演奏会を開催致します。
　OB会も本年は記念事業として記念誌の発行と同
時に初の試みとなります【OB演奏会】を開催する
運びとなりました。日時は９月21日（月・祝）午後と
なります。
　見どころは全日本吹奏楽コンクールへ楽曲提供
も行っている作曲家、後藤洋氏（73期）委嘱作品の
ご本人による指揮での演奏です。また歴代顧問の
指揮による演奏、サックス奏者、成田徹氏（84期）
をゲストに迎えた演奏など、OB会の総力を挙げた
盛り沢山の演奏会となります。現在OB会では 70
周年記念事業を成功させるため、演奏会へのご協
力や、メンバー登録などを行っております。ぜひご
登録くださいますよう宜しくお願い申し上げます。
　OB演奏会終了後はもちろん、記念祝賀会もござ
います。皆様でお酒を酌み交わしながら更なる交流
を深めましょう！ぜひぜひお待ちしております！

★HP【横手高校吹奏楽部OB会】
　https://yokotehswo-ob.jimdofree.com/
　の中に登録フォームがあります。
★QRコードはLINEの連絡網となります
　ので併せてご登録ください。

　会の発案は 1年半くらい前であったも
のの酒の勢いだったのか（笑）、その後完
全に停滞してしまい令和 7年に入ってか
ら完全に尻に火が付いた感じでの準備開
始となりました（笑）。同志たちが二次会
を主導してくださり、さらに今日の SNS
の発展が同期会情報の拡散と収集に大き
く役立ってくれたことでなんとか開催に
こぎつけることができました。

　高校の同期生たちは当時目指す方向が似てお
り、厳しい受験戦争をともに乗り越えてきた戦友
ですのでその絆は深く、この同期会は温かい雰囲
気に包まれます。今回も同様でした。すでに他界
された先生方も多く残念ではありましたが、すべ
ての恩師の先生方のご指導に感謝し、これからも
過ごしてまいりたいと思います。愛する横手高校
の益々の発展を祈念致します。

 　令和７年12月13日、美郷町南ふれあい館において令和７年度仙
南美入野会総会を開催しました。当会は、平成７年旧仙南村在住の
横手高校卒業生の親睦を図るため結成され、今は亡き江畑純一郎氏
（45期）が初代会長に就任し、今日まで30年もの長きにわたり活動を
継続して参りました。設立当初は会員数も非常に多く、総会、懇親
会とも大いに盛り上がりましたが、近年は会員の高齢化や地域人口
の減少などにより参加者も減少傾向にあります。
　総会当日は、25名が出席し、事業報告、収支決算、事業計画案、収支予算案を審議し、全会一致
で承認されました。その後、ご来賓として出席いただいた横手高校事務長であります久米保氏（81
期）より母校の近況などをお話いただき、無事総会を終えることができました。
　総会後の懇親会では、お互いの近況を報告しあったり、当時の思い出話に花を咲かせたりと大い
に盛り上がる会となりました。
　当会の活動は年１回の総会のみですが、今後も美入野会との連携を強化し、若い会員からも積極
的に参加してもらえるよう、魅力ある事業を展開していく所存であります。

令和7年度 仙南美入野会総会開催！
  　藤　田　信　晴（76期）  

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
・
同
期
会

同期会事務局　進 藤　  勉（81期）

OB会事務局　扇 田　　亮（93期）

地
域
職
域
美
入
野
会

仙南
美入野会

卒後40年ならびに還暦祝いの会

横手高校吹奏楽部創部70周年記念事業に向けて

81期
同期会

吹奏楽部

▲第 63回横手高校吹奏楽部定期演奏会

▲旧校舎おわかれ見学会（2022年8月）にて
裏山団歌練習での演奏メンバー

▲挨拶する藤田会長
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　第122期生が美入野会に入会しました。今年度の入会式は全日制は令和 8年 2月 27日、定時制は前期が令和
7年9月25日、後期が令和8年3月2日に開催しました。全日制 207名（男性112名・女性95名）、定時制21名（男性
14名・女性7名）、合計228名の入会を歓迎し、入会記念品として校章入りマグボトルとハンカチを贈呈しました。
全日制には長井副会長、東海林副会長が臨席しました。新入会員には社会を支える人材となることを期待し
つつ、美入野会の新たな歴史を築いてもらいたいと思います。

～第122期生  美入野会入会式～ようこそ美入野会へ

▲記念品を受取る鈴木彩葉さん
（定時制後期）

▲挨拶する赤川会長
（定時制前期）

▲謝辞を述べる草薙美月さん
（全日制）

★
各
美
入
野
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
美
入
野
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
現
在
の
居
住
地
や
実
家
の
最
寄
り
の
美
入
野
会
、
学
生
時
代
や
転
勤
等

　

ゆ
か
り
の
場
所
の
美
入
野
会
の
活
動
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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　美入野の丘に立つと、奥羽の山並
みと横手の街並みが静かに広がり、
季節ごとの風景が思い出とともによ

みがえります。春のやわらかな風、夏の濃い緑、秋
の高い空、そして雪に包まれる冬。横手高校で過ご
した日々は、私にとって今も変わらぬ原点です。
　もっとも当時の私は模範的な優等生だったわけで
なく、勉学は正直なところ「ほどほど」。クラスメー
トとの思い出や一緒に過ごした時間の方が記憶に
残っています。何でもないことで盛り上がったりし
て、振り返れば、あの頃の何気ない毎日が青春その
ものだったように思います。また、放課後の帰り道
が、なぜか少しだけ遠回りになったり、横手駅前の
ユニオンでお好み焼きを食べたり、あの鉄板の湯気
の向こうに、若い日の私たちの時間があったように
思います。
　美入野で過ごした時間は、勉学だけでなく、人と
のつながりや支え合うことの大切さを教えてくれた
と、当時の出会いは私の大きな財産だと、今になっ
て思っています。

　高校生の頃、進路を考えた時、
私はとても漠然としていました。
　不思議なことに、当時は音楽の

道に進みたいという気持ちはほとんどありませんで
した。音楽はあまりにも当たり前に自分の中にある
もので、それを職業にすることに魅力を感じていな
かったのだと思います。

　そんな私が今、音
楽の道を歩み、演奏
や指導に携わってい
ることを思うと不思
議な気持ちになりま
す。音楽は選んだと
いうより、自分の中
に自然にあったもの
なのだと感じていま
す。
　現在私は最新の身
体理論である『4 ス
タンス理論』( 人に

美入野の丘から

音楽と私

　現在、私は北都銀行で地域金融の仕事に携わって
います。地方を取り巻く環境は決して平坦ではあり
ませんが、地域の可能性を信じ、挑戦する人や企業
を支えていくことが私たちの役割です。美入野で培
われた「人との縁を大切にする心」は、今の仕事に
確かに生きていると感じています。
　これからも、ふるさと秋田の未来のために微力な
がら力を尽くしてい
きたいと思います。
そして仕事などを通
じて旧友に会うた
び、肩書きも年齢も
どこへやら、気づけ
ば高校生の頃の顔に
戻っています。どう
やら私は、美入野の
丘を卒業しても、心
のどこかではまだあ
の頃のままなのかも
しれません。

よって正しい身体の使い方は違い、それは 4通りあ
る、という理論 )を初めて音楽の世界に取り入れた
立場として、多くのプロの音楽家の方たちに接して
います。私はピアノが専門ですが、クライアントさ
んたちは弦楽器、管楽器、声楽、打楽器、指揮と音
楽全般にわたっています。無理な姿勢のために身体
を痛めていたり、思うように演奏出来ずにいる方に、
その方に合った使い方をお伝えすることでたいてい
問題は一瞬で解決していきます。その人に内在する
能力を余すことなく引き出すお手伝いをすることは
自分にとっての天職に感じるほど楽しい仕事です。
同時に、自分自身がピアノを弾くことで音楽そのも
のに深く向き合うこともとても大切なことだと感じ
ています。
　心に直接働きかける力がある音楽をよりたくさん
の方にお届けしたいと思い、2023 年にリサイタル
シリーズをスタートしました。横手では“生まれ故
郷への恩返し“と題して 2023 年・2025 年に開催
しました。今後もふるさと横手で継続していきたい
と考えています。

　　　北都銀行 頭取　 佐　藤　　　敬（87 期／秋田市）

　　　ピアニスト・音楽指導者　泉　谷　地　春（82 期／仙台市）

▲2026年2月 横手北都会

▲リサイタルシリーズ『愛と孤独』
Vol.2 夜 (横手)の様子
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の世界の一端を伝え
られたと思う。
　そして 2018 年か
らは、キッタハッタ
の取材とは真逆のＮ
ＨＫ交響楽団の経営
に携わっている。こ
の配属にはド素人の
私も仰天し、周囲か
らは「音楽に詳しい
んですか」と問われ
答えに窮した。しかし、近年の理事長は皆、この道の門
外漢である。公の助成や民間の寄付を集めるトップセー
ルス、また、芸術家でありながらサラリーマンでもある
楽員たち（組合）との信頼関係を築くためには“芸術の知
見はあまりいらない”ということにしている。
　この 3月、福島県いわき市から震災 15年にちなむ公
演を依頼された。津波などで 400 人以上が亡くなり原
発にも近い。同じ東北の青森県出身の指揮者、沖澤のど
かさんがモーツァルトのレクイエムを情感豊かに振り、
地元の市民合唱団が熱演した。アンコールでは、震災後
に生まれた小中学生も交えたモーツァルトの讃美歌が厳
かに流れた。多くの市民がハンカチを取り出していた。
ここでの 15年は決して長くはない。あの理不尽な災禍
は、まだ多くの方たちの胸に昨日のことのように刻まれ
ていると実感した。良いコンサートだった。

　　　NHK 交響楽団 理事長　中野谷　公　一（75 期／東京都調布市）

◆大人になってから～スキーとゴルフと水泳～
　神戸大学付属兵庫師範学校 3年へ編入し卒業後、
教員として上甲子園小学校の教師として赴任。英語
専科であったので1年半後には神戸にあるオランダ
の貿易会社に希望転職。そこで海外との輸出・輸入
について勉強し、3年後に日本の貿易会社に入り、

◆幼少期～スキーと剣道～
　小学校 1年生から冬になるとス
キー担いで湯沢小学校の裏山に登り

滑り、放課後も同じようにスキーを日が暮れるまで
滑っていました。そのため毎日帰宅が遅くなり両親
に大目玉をくらい「勉強しないならスキーをもって
出ていけ！」と怒られていた記憶がよみがえります。
　ところが小学校2年生で風邪をこじらせ、肺炎に
なり2か月学校を休むことになりました。この時「健
康の大切さ」にあらためて気づいた次第です。
　その後病気が回復し、中学校では卒業まで剣道部
に入りましたが、またもや体の不具合を生じ、中学
3年生で心臓弁膜症と診断され、剣道の練習ができ
ず見学だけという残念なことになりました。戦争中
の動員では群馬県の小泉製作所へ中３で集団で動員
され、繰り上げ４年生で卒業までゼロ戦を作ってお
りました。
　その後、臨時の教員として小学校の助教になり、
1年後に秋田師範学校に入学、2年後に家族と関西
へ引っ越しました。

　　　関西美入野会 顧問　 安　田　和　雄（43 期／大阪府富田林市）

　高校の３年間は、近くの農家に下宿
して過ごした。下宿はいわば受験生の
合宿所。寝食や風呂のルール、先輩後
輩の作法に気を遣い、秋のカメムシの

大襲来には参った。それでも夕焼けは、ユーミンの「晩
夏」のそのままに美しく、考える時間と語り合う溜まり
場はふんだんにあった。話題は、お馴染みの男性週刊誌
ネタが多かったが、時には受験競争の不合理や戦争の理
不尽さなども若気ながら話し込んだ。自然と新聞記者に
憧れるようになり、慶応大学に行ってもぶれずに同じ志
の仲間とつるんだ。

　希望の新聞社は落ちたが、
ＮＨＫに拾ってもらい、働
き盛りは主に社会部記者と
して過ごした。時はバブル
が翳り始めた頃。使い道が
ないほど企業にあふれた資
金は、政官界や財界の有力
者にも流れ、「濡れ手に粟」
などと人々の怒りが向いた。
幸か不幸かそうした資金の
流れを追う東京地検特捜部
の担当となった。検察取材
は難攻不落、至難の業でニュー
スに穴をあける悪夢に度々
うなされたが、理不尽な闇

下宿から始まったワンダーランド

私の人生と運動歴

 ▲N響 アムステルダム公演   
            2025年5月

▲N響 定期公演　2026年1月

  ▲ Masters Athlete 2025 at
  Myrtha pools Singapor

75歳まで働きまし
た。この間、スキー
に熱中しました。
　スキー、ゴルフ、
水泳で体を鍛え、気
が 付 けば97歳で、
世界水泳マスター
ズ大会（シンガポー
ル）平泳ぎ50メート
ルで金メダルを受賞
し、現在に至ります。
　現在は、関西美入
野会でお世話になっ
ております。
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お問合せ／美入野会事務局  TEL.0182-33-1720　Email:office@miirino.jp ＜事務局長  福 田　  誠（68 期）＞

詳細が決まり次第ホームページでお知らせし、申込みフォームも開設します。お問合せは事務局まで。

令和８年度　第71回美入野会総会のご案内
2026年９月５日（土）15：00 松 與 会 館  横手市平和町4−2ところと　き

今年度の幹事は下1ケタ8のつく卒業期の方々です
横
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　◇会費納入状況について

　◇令和7年度 年会費納入のお願い（会計年度：令和7年８月～令和8年７月）

令 和 4 年 度

２,６９４千円 ２,０４０千円 ３,１３２千円880人 696人 １,６２7人 １７,１３１人

令 和 5 年 度 令 和 6 年 度 会 員 数

　会費を納入される会員が全体の1割程度と少なく、会報の発行等、美入野会の活動費用が不足する現状です。
　お手数ですができるだけ多くの会員の皆様からご理解の上、納入をお願い致します。

　美入野会は、その財政基盤のほとんどを占める会員の皆さまの年会費によって活動しております。円滑な活動を推進するため、
令和７年度の年会費納入にご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。（事業内容の詳細は、ホームページをご覧ください）

年 度 別

氏名、住所等の変更があった場合は、美入野会HP「名簿変更届け」フォームから入力ください。
また事務局への電話、FAX、メールでも受付けます。                              ※こちらから▶

会員名簿データの
変 更 は HP か ら

　勇退された佐藤良吉前会長の顧問就任について会則 12 条
に基づき、三役会において全会一致にて可決しました。
　佐藤顧問は４年間の会長在任中、地域職域美入野会の位置

付けの明確化、会則改正、会報の発行継続、さらに効率的な会費納入方
法の改善等、コロナ禍を乗り越え美入野会の活動の発展に尽力されまし
た。今後も美入野会へのご指導ご助言を、よろしくお願い致します。

　令和７年11月、事務局長
に福田 誠氏（68期）が就任
しました。よろしくお願
い致します。

Profile
　高校時代同好会からサッカー部に
　学習塾「早大セミナー」経営
　横手市サッカー協会会長
　横手市追廻在住

佐藤顧問より、寄附金（50,000 円）を頂戴致しました。
有難くお受けし今後美入野会の活動に有効に活用させて
いただきます。心より御礼申し上げます。

佐藤良吉前会長 顧問に就任 新任事務局長就任

●年会費納入額
　２，０００円（多年度分納入可、５か年度分まで）
●納 入 期 日
　令和8年６月３０日（火）まで
●振　込　先（コンビニ・ゆうちょ銀行は振込手数料は無料です）
　◎コンビニ
　　同封の印字してある振込用紙で振込ください。
　　振込手数料は本会が負担します。
　◎ゆうちょ銀行
　　同封の印字してある振込用紙で振込ください。
　　振込手数料は本会が負担します。
　　押印の上金額の訂正ができます。
　　（多年度分納入、家族等複数人分まとめて納入の場合）
　◎北都銀行　横手支店
　　下記口座に振込の際、振込手数料をご負担願います。
　　◇店番号　０６１　口座番号（普通）８１４２５５４

　　 秋田県立横手高等学校美入野会
        ※ご氏名の前に卒業期又は卒業年度をご記入ください。

※会報送付の折に振込用紙を同封致します。
　（会報が届いていない場合は、事務局へ住所変更を連絡するか、
　美入野会HPから住所変更の手続きをお願い致します）
※コンビニ・ゆうちょ銀行にて振り込まれる皆様は、振込用紙を
　ご活用ください。
※多年度納入済の皆様にも振込用紙が同封されておりますが、送
　付作業の簡略化のためご了承ください。
※会則の通り、卒業後４年以内（１１９～１２２期）及び６１期より
　年長の会員からは年会費をいただきませんので、会費納入は
　必要ありません。
　（当該期の会員からの納入があった場合は寄附金として受付
    いたします。皆様のご厚志をよろしくお願い致します。）

この会報は皆様の会費で製作発送を行っております。


